
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ４ 年 １ ２ 月 ２ ９ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 聖 歌 4 9 9 「 み く ら い を く だ り 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖歌 418「あ なたの罪あやまちは」 一 同

教 会 学 校 牧 師

讃 美 聖 歌 5 1 6 「 主 に す が る 我 に 」 一 同

聖 書 朗 読 詩篇第6篇

奨 励 詩篇の福音第9回 牧 師

主 題 「主なる神を見上げて」

讃 美 聖 歌 4 8 0 「 悲 し み つ き ざ る 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 聖 歌 3 7 9 「 主 よ こ の と こ ろ を 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 新 年 メ ッ セ ー ジ
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
12/29(日 )聖 日 礼 拝

/30(月 )
/31(火 )

１ /１ (水 )
/２ (木 )
/３ (金 )
/４ (土 )
/５ (日 )新年礼拝

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 障 害 を 乗 り 越 え て 生 き る 力 」
さ さ き み つ お (国 際 弁 護 士 )

金メダリストの告白

2024年のパリ五輪の男子100ｍで金メダルを獲得したのは米国のノア・ライルズ選手。決勝は８人が

全員ほぼ横一直線でゴールに飛び込むという、史上稀に見る大接戦だった。ライルズ選手は２位の選手

を0秒005差で抑え、9秒79の自己ベストで｢世界最速｣の称号を手にした。

ライルズ選手はレース後、自身の公式Ｘで｢私は喘息、アレルギー、失読症、ADD(注意欠陥障

害)、不安症、鬱病を患っています｣と正直に告白した。この告白に世界中から賞賛の声が上がった。

｢誰でも障害を乗り越えて希望を持って生きる事ができるのだ｣という自信を持たせてくれたからだ。

多くの人が障害に遭遇すると、そこで停ってしまう。その障害を乗り越えることは到底出来ないと思い

込んでしまう。しかし、ライルズ選手のように、様々な障害を乗り越えて金メダルに輝く人もいる。

星野富弘さんの偉業

今年４月、星野富弘さんが78歳で亡くなった。星野さんは中学校の体育の教員だった20代の 時、

部活動の指導中にマット上で宙返りをして頭から落ちてしまう。頸椎損傷で首から下が麻痺し、手足の

自由を完全に失ってしまった。失意のどん底にあった星野さんは、入院中に聖書を読みキリストを信じ
て、生きる希望を見出した。そして口に筆をくわえ、文字や絵を描き始めたのをきっかけに創作活
動をスタートし、一つの作品の中に絵と詩を盛り込んだ｢詩画｣と呼ばれる作品を生み出してきた。

愛と信仰に基づく星野さんの作品は多くの人々の感動を呼び起こし、作品をまとめた｢花の詩

画展｣は全国各地で開かれて話題を呼び、その後ニューヨークやサンフランシスコなどでも作品

展が開かれた。群馬県みどり市に作られた｢富弘美術館｣には開館から今年の33年間で来館者
は700万人を超えているという。私も星野さんのファンの一人であるが、一番好きな作品は次の詩
である。｢いのちが一番大切だと思っていたころ、生きるのが苦しかった。いのちより大切なものがあ
ると知った日、生きているのが嬉しかった｣障害を乗り越えた勝利の詩である。｢世に勝つ者は誰か。
イエスを神の子と信じる者ではないか｣(第一ヨハネ5:5)の御言を実体験したのだと思う。

障害を乗り越えて生きる力
それでは、あらゆる障害や試練を乗り越えて生きる力はどこから来るのであろうか。私たちを

助ける力は「天と地を造られた主から来る」と聖書に書かれている（詩篇121:1,2）。私達を強くし、
助け、支えてくださるのは万物を造られた全能の父なる神である(イザヤ41:10)。父なる神は御子
イエスを世に遣わし、イエスを信じる者の内側から生きる力が湧き起こり、あらゆる障害を乗り越
えて溢れ流れ出るようにして下さったのである(ヨハネ7:38)。
「あなたがたの会った試錬で、世の常でないものはない。神は真実である。あなたがたを耐え
られないような試錬に会わせることはないばかりか、試錬と同時に、それに耐えられるように、
のがれる道も備えて下さるのである｣(Ⅰコリント10:13)


